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　こ
の
度
、
９
月
定
例
議
会
に

お
い
て
、
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
宮
寺
征
二
で
ご
ざ
い
ま

す
。
議
長
と
い
う
重
責
の
中
、

こ
れ
か
ら
の
毛
呂
山
町
発
展
と

町
民
の
よ
り
よ
い
生
活
の
実
現

の
為
、
誠
心
誠
意
、
円
滑
な
る

議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

議
会
の
活
性
化
と
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
議
会
運
営
発
展
の
た
め
、

皆
様
方
の
ご
支
援
、
並
び
に
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

宮
寺 

征
二

︻
議

　長
︼

　宮

　寺

　征

　二

　
　１１
票

　藤

　岡

　健

　司

　
　１
票

　無

　効
︵
白
票
︶

　

　２
票

　議
会
、
総
務
、
教
育
、
企
画

政
策
関
連
、
町
税
ほ
か
歳
入
全

般
を
審
査
致
し
ま
す
。

委

員

長

　荒

　木

　か
お
る

副
委
員
長

　岡

　野

　
　
　勉

委

　
　員

　佐

　藤

　秀

　樹

　
〃

　
　村

　田

　忠
次
郎

　
〃

　
　宮

　寺

　征

　二

　
〃

　
　高

　橋

　達

　夫

　
〃

　
　岡

　部

　和

　雄

︻
副
議
長
︼

　佐

　藤

　秀

　樹

　
　１０
票

　藤

　岡

　健

　司

　
　１
票

　岡

　野

　
　
　勉

　
　１
票

　無

　効
︵
白
票
︶

　

　２
票

　福
祉
全
般
、
生
活
環
境
及
び

水
道
事
業
、
農
業
、
土
木
建
設
、

各
特
別
会
計
を
審
査
致
し
ま
す
。

委

員

長

　千

　葉

　三
津
子

副
委
員
長

　弓

　田

　茂

　樹

委

　
　員

　藤

　岡

　健

　司

　
〃

　
　下

　田

　一

　甫

　
〃

　
　小

　峰

　明

　雄

　
〃

　
　長

　瀬

　
　
　衛

　
〃

　
　堀

　江

　快

　治

　議
事
日
程
や
会
期
の
決
定
並

び
に
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事

項
を
審
査
致
し
ま
す
。

委

員

長

　岡

　部

　和

　雄

副
委
員
長

　長

　瀬

　
　
　衛

委

　
　員

　佐

　藤

　秀

　樹

　
〃

　
　荒

　木

　か
お
る

　
〃

　
　千

　葉

　三
津
子

　
〃

　
　堀

　江

　快

　治

委

員

長

　藤

　岡

　健

　司

副
委
員
長

　岡

　野

　
　
　勉

委

　
　員

　弓

　田

　茂

　樹

　
〃

　
　佐

　藤

　秀

　樹

　
〃

　
　荒

　木

　か
お
る

　
〃

　
　千

　葉

　三
津
子

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　︵
議
長
︶

　宮

　寺

　征

　二

議長　宮寺　征二副議長　佐藤　秀樹

９月議会
定 例 会

　

平
成
２６
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
２２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
初
日
は
、
正
・
副
議
長
選
挙
及
び
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
並
び
に
議
会
運
営
委
員
会
の
編
成
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
の
制
定
３
件
、
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
規
約

の
変
更
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、
利
益
剰
余
金
の
処
分
１
件
、
決
算
の
認
定
６
件
、
人
事
１
件
、
請
願
１
件
、

議
員
発
議
１
件
、
報
告
２
件
、
合
計
２８
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
１２
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

正
・
副

議

長

決

ま

る

正
・
副

議

長

選

挙

結

果

常

任

委

員

会

の

構

成

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

総

務

文

教

生

活

福

祉

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

（ 

賛

成

多

数

認

定 

）

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

合　　　　計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合　　　計

36億2,455万7千円

9,423万5千円

788万3千円

1,662万3千円

2,724万1千円

2億9,321万9千円

7,168万8千円

3,718万円

1,882万8千円

20億1,442万2千円

525万8千円

1億921万8千円

7,512万3千円

15億3,745万7千円

6億857万6千円

3,787万9千円

59万1千円

3億4,686万8千円

4億4,135万9千円

1億4,297万5千円

13億4,024万4千円

108億5,142万4千円

1億1,468万2千円

12億1,618万7千円

30億9,394万8千円

7億6,001万7千円

3,003万2千円

1億4,687万８千円

5,184万9千円

18億9,962万8千円

6億1,072万２千円

13億8,502万4千円

0円

7億2,931万8千円

4億4,873万1千円

0円

104億8,701万６千円

科 目 決 算 額 決 算 額区 分

区 分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

実 質 収 支 額 2億6,402万円

3億6,440万円
（※うち翌年度へ繰越すべき財源1億38万円）

104億8,702万円
（前年度比 0.1％増）

108億5,142万円
（前年度比 0.6％減）

金 額

科 目
区 分

●歳入内訳 ●歳出内訳

一

般

会

計

決

算

平
成
２５
年
度
決
算

２５
年
度
主
な
事
業

○
後
期
高
齢
者
医
療
療
養

　給
付
負
担
金

○
介
護
給
付
費
・
訓
練
等

　給
付
費
の
支
給

○
埼
玉
西
部
環
境
保
全
組

　合
負
担
金

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　計
繰
出
金

○
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給

○
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺

　地
区
整
備
事
業

○
西
入
間
広
域
消
防
組
合

　負
担
金

○
川
角
中
学
校
大
規
模
改

　造
工
事
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　国
民
健
康
保
険
は
、

医
療
保
険
制
度
の
基
盤

的
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
毛
呂
山
町
に
お
い

て
は
全
体
の
３１
・
２
％

が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　農
業
地
域
に
お
け
る

生
活
環
境
の
整
備
と
水

環
境
の
保
全
を
目
的
と

し
た
事
業
で
す
。

　
　︵
全
員
賛
成
認
定
︶

　町
で
は
、
被
保
険
者

の
資
格
管
理
、
保
険
料

の
賦
課
徴
収
、
要
介
護

認
定
及
び
、
保
険
給
付

の
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　町
で
は
、
保
険
料
の

徴
収
、
保
険
証
の
引
渡
、

各
種
申
請
・
届
出
の
受

付
等
の
事
務
を
行
い
ま

し
た
。

　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　事
業
収
支
で
は
、
前

年
度
に
比
較
し
て
３
４

５
万
円
の
増
で
あ
り
、

主
に
は
加
入
金
１
０
０

万
円
が
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　水
道
事
業
会
計
の
未

処
分
利
益
剰
余
金
７
５

３
４
万
円
は
、
減
債
積

立
金
に
５
０
０
万
円
、

建
設
改
良
積
立
金
に
３

０
０
０
万
円
を
積
み
立

て
、
残
金
を
繰
り
越
し

ま
し
た
。

　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

医
療
保
険
制
度
の
基
盤

的
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
毛
呂
山
町
に
お
い

て
は
全
体

が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備
と
水

環
境
の
保
全
を
目
的
と

し
た
事
業
で
す
。

特別会計  決算平成２５年度

特別会計決算額

国 民 健 康 保 険

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

46億3,575万２千円

2,893万2千円

19億2,464万9千円

2億9,974万2千円

7億4,237万円

93万5千円

44億7,665万8千円

2,283万8千円

18億5,449万3千円

2億9,350万3千円

6億8,998万3千円

3億8,498万8千円

1億5,909万４千円

609万4千円

7,015万6千円

623万9千円

4,075万5千円

3億8,405万3千円

水 道 事 業

歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額

事 業 収 益 事 業 費 用 純 利 益

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出 不足額（補填財源）

　町
民
１
人
当
た
り
の
給
与
所
得
は
こ
の
１４
年
間
、
減
り
続
け
て

い
る
。
平
成
２５
年
度
は
期
待
し
た
が
昨
年
度
４
１
０
万
円
に
対
し
、

今
年
度
は
４
０
７
万
円
で
昨
年
よ
り
３
万
円
減
少
し
て
い
る
。
参

考
ま
で
に
１４
年
前
︵
平
成
１２
年
度
︶
の
給
与
所
得
は
４
８
３
万
円

で
あ
っ
た
。

　給
与
所
得
の
減
少
が
﹁
雇
用
不
安
﹂、﹁
生
活
保
護
率
﹂
高
止
り

の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
住
民
か
ら
訴
え
の
あ
っ
た
請
願
﹁
国
保

税
の
引
き
下
げ
﹂
は
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
特
定
健
診

の
高
受
診
率
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
な
ど
町
民
の
努
力

に
報
い
る
べ
き
で
す
。

　武
州
長
瀬
駅
橋
上
駅
舎
、
北
口
周
辺
整
備
事
業
は
事
業
費
が
８

億
円
を
超
え
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
﹁
利
便
性
﹂
か
ら
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、﹁
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
﹂
は
﹁
人
材
の
扱
い
﹂

に
あ
り
、本
町
職
員
の
何
と﹁
非
正
規
雇
用
が
多
い
﹂こ
と
か
。
な
お
、

﹁
も
ろ
バ
ス
﹂
の
乗
車
・
定
員
オ
ー
バ
ー
時
の
配
慮
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。

一
般
会
計
決
算
認
定
討
論

一
般
会
計
決
算
認
定
討
論

一
般
会
計
決
算
認
定
討
論

反
対
討
論
２
議
員
・
賛
成
討
論
な
し

反
対
討
論
２
議
員
・
賛
成
討
論
な
し

反
対
討
論
２
議
員
・
賛
成
討
論
な
し

藤
岡 

健
司 

議
員

岡
野 

勉 

議
員

　歳
入
の
個
人
町
民
税
は
、
２
・
１
％
の
減
額
と
な
り
、
固
定
資

産
税
は
、
０
・
９
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
税
の
減
額
は

町
民
の
所
得
が
少
し
減
っ
た
こ
と
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
固
定
資

産
税
の
減
額
は
、
資
産
価
値
の
目
減
り
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
方
消
費
税
交
付
金
の
減
額
は
町
民
の
購
買
力
が
低
下
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
町
民
の
生
活
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
２５
年
度
も
深
刻
な
不
況
の
１
年

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　格
差
が
広
が
り
年
収
２
０
０
万
円
の
人
が
１
０
０
０
万
人
を
超

え
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
町
で
は
、
１
万
人
近
く
占
め
る
な
ど
、

町
の
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
、
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
、
職

員
の
さ
ら
な
る
研
鑽
を
要
望
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

水

道

事

業

未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分

農
業
集
落
排
水

介

護

保

険
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　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５

２
９
７
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
９５
億
８
４
１
３
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
５

９
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

４５
億
４
３
３
１
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
９

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
３

０
６
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
５
１

５
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

２２
億
３
９
９
７
万
３
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
８

万
７
千
円
を
減
額
し
、
総
額
３

億
２
３
３
１
万
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
　

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
う

ち
、
支
出
２
５
７
万
８
千
円
の

増
額
で
収
益
的
支
出
の
合
計
は

７
億
５
４
１
２
万
４
千
円
と
な

り
損
益
勘
定
は
５
２
３
９
万
７

千
円
の
純
利
益
と
な
り
、
主
な

内
容
は
修
繕
費
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
家
庭
的
保
育
事
業

　等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
特
定
教
育
・
保
育

　施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

　事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

　を
定
め
る
条
例

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
放
課
後
児
童
健
全

　育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

　に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　例　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
税
条
例
等
の
一
部

　を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
重
度
心
身
障
害
者

　医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例

　の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
学
童
保
育
所
の
設

　置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

　の
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　例　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
都
市
計
画
法
に
基

　づ
く
開
発
許
可
等
の
基
準
に

　関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　す
る
条
例

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
営
住
宅
管
理
条
例

　の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
広
域
静
苑
組
合
を
組
織
す
る

　地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

　及
び
同
組
合
の
規
約
の
変
更

　に
つ
い
て

　こ
の
変
更
に
よ
り
、
坂
戸
市

の
広
域
静
苑
組
合
へ
の
加
入
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

補 正 予 算補 正 予 算補 正 予 算補 正 予 算
平成２６年度

一
般
会
計
（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険

（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水

（
第
１
号
）

後
期
高
齢
者
医
療

（
第
１
号
）

介
護
保
険
（
第
１
号
）

水
道
事
業
（
第
１
号
）

条

例

の

制

定

条
例
の
一
部
改
正

規

約

の

変

更
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　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身につけ、

手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することのできる環境整備

を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定すること。

　手話は、音声が聞こえない、聞こえづらい、音声で話すことができない、話しにくいろう者に

とって、コミュニケーションをとり、教育を受け、働き、社会活動に参加し、生活を営み、人間

関係を育み、人として成長していくために必要不可欠な言語である。

　一見すると、手話は、日本語を手指の動きや表情に変えて表現していると思われることが多いが、

日本語に語彙や文法体系があるように、手話にも言語としての語彙や文法体系を有している。

　２００６年１２月に国連総会において採択され、２００８年に発効した「障害者の権利に関する条約」

第２条において、「言語」とは、「音声言語及び手話その他の形態の非音声言語をいう。」と定義され、

手話が言語として国際的に認知されたほか、２００９年には、政府が内閣府に障がい者制度改革推

進本部を設置し、「障害者の権利に関する条約」の批准に向けて国内法の整備を進めているとこ

ろである。

　また、２０１１年８月に改正された「障害者基本法」の第３条には、「全て障害者は、可能な限り、

言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と定

められ、手話は言語に含まれることが明記されたところである。

　さらに、同法第２２条では、国・地方公共団体に対して、障がい者の意思疎通のための情報確

保の施策を義務付けていることから、手話が日本語と対等な言語であることを示し、日常生活、

職場、教育の場で手話を使った情報の提供やコミュニケーションが保障され、社会に自由に参加

できることを目指す「手話言語法（仮称）」を広く国民に知らしめていくことや、自由に手話が

使える社会環境の整備を国として実現する必要がある。

　よって、国会及び政府においては、上記の内容を踏まえた「手話言語法（仮称）」を早期に制

定するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

　平成２６年９月２２日

　　　衆 議 院 議 長

　　　参 議 院 議 長

　　　内閣総理大臣　　
あて

　　　総 務 大 臣

　　　厚生労働大臣

　　　文部科学大臣

「手話言語法制定を求める意見書」の提出を求める請願

発議第２号 手話言語法制定を求める意見書の提出について

　【提 出 者】　入間郡毛呂山町大谷木２３０番地７　　毛呂山町聴力障害者会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 長　髙 橋　鉄 雄
　【紹介議員】　荒 木　かおる　　岡 野　勉

（全員賛成可決）

（全員賛成採択）

請 願 の 趣 旨

「手話言語法（仮称）」の早期制定を求める意見書

埼玉県入間郡毛呂山町議会　　

　議 長　宮 寺　征 二　　

【 議 員 発 議 】

【 請 　 願 】

ご い ご い
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　政務活動とは、議員活動のうち調査研究、研修、広報、広聴、町民相談、要請、陳情、各種会

議への参加等町政の課題及び町民の意思を把握し、町政に反映させる活動その他町民福祉の増進

を図るために必要な活動のことであり、概ね次の活動を定義する。

(1) 会派（議員）が町政の課題、議会で審議する案件等について行う調査研究のための活動

(2) 会派（議員）が議会活動等や町政報告などに関し、町民に対して行う広報活動（議員個人の広報

　　活動ではない。）

(3) 会派（議員）が町民や各種団体関係者と意見聴取、情報収集、意見交換などを行うための活動

(4) 会派（議員）が要請・陳情活動を行うための活動

(5) 上記のほか、議長が必要と認める活動

　みんなで勉強しよう！　　　　
　　　　政務活動費ってなに？

●議案の審議結果（９月定例会） ○は賛成　×は反対　退は退席　討は討論　欠は欠席　議は議長

議員名

議 案

宮
寺
　
征
二

堀
江
　
快
治

岡
部
　
和
雄

長
瀬
　
　
衛

高
橋
　
達
夫

小
峰
　
明
雄

岡
野
　
　
勉

下
田
　
一
甫

藤
岡
　
健
司

村
田
忠
次
郎

千
葉
三
津
子

荒
木
か
お
る

佐
藤
　
秀
樹

弓
田
　
茂
樹

審

議

結

果

毛呂山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

毛呂山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

毛呂山町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

毛呂山町税条例等の一部を改正する条例

毛呂山町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町学童保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町営住宅管理条例の一部を改正する条例

広域静苑組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約の変更について

平成２６年度毛呂山町一般会計補正予算（第２号）

平成２６年度毛呂山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成２６年度毛呂山町水道事業会計補正予算（第１号）

平成２６年度毛呂山町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２６年度毛呂山町介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成２６年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度毛呂山町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２５年度毛呂山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成２５年度毛呂山町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

平成２５年度毛呂山町水道事業決算認定について

平成２５年度毛呂山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２５年度毛呂山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成２５年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

教育委員会委員の任命について

手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願

手話言語法制定を求める意見書の提出について

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

請願2

発議2

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

可決

認定

認定

認定

認定

同意

採択

可決

討×

討×

討×

討×

討×

討×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

討×

討×

討×

討×

○

討×

討×

○

○

○

討○

討○

討○

討×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

討×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※毛呂山町では政務活動費の支給はありません
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　９月１０、１１、１２日の３日間、総務文教常任委員会、（一般会計決算）
生活福祉常任委員会（一般会計決算・特別会計決算、条例の制定等）
に付託となった審査を行いました。

《生活福祉常任委員会》《総務文教常任委員会》
　　昨年と比較し、歯周病検診は何かがあっ
　て１回に変わったのか。
　　歯周病検診が年２回開催予定だったが、
　２月の大雪が日程と重なったために事業が
　中止となった。
　　外国人未払い医療の内容は。
　　外国人未払い料金の補助金は、県の補助
　要綱があり、それに基づき町の補助要綱が
　ある。
　　７号路線の道路の改良、修繕は請負業者
　で修繕を行うということだが、業社からど
　ういう回答が来ているのかまた、設計の段
　階と工事の段階、何が原因で今の現状にな
　ったのか、どこに原因があるのか。
　　今調整しているところだが、下から全部
　やりかえるのは、非現実的であろうと考え
　ている。業者からも何らかの対応はしたい
　との回答はもらっている。どこまで修繕で
　きるか調整をしている。原因については、
　撹拌作業に問題があったのか、石灰の品質
　なのか、地下水がどの程度影響しているの
　かの３点を認識している。

　　時間外勤務手当が、毎年増えており２５
　年度も大体５００万ほど増えている。課に
　より残業が多いところと少ないところが
　はっきり分かれているが、この原因は。
　　原因としては、職員数の大幅な減少。国
　の政策によって特別にその年度のみの事業
　もあるので、課によって特に大きく残業が
　増えてしまうというようなことが考えられ
　る。
　　学力向上支援員、不登校対策相談員、生
　徒指導支援員、生徒指導推進員の効果はど
　うか。
　　学力向上支援員、現在１４名、児童生徒
　支援員１６名、不登校相談員４名、生徒指
　導推進員２名、それぞれ各学校に割り当て
　て行っております。全体的に言えるのは、
　以前に比べて子供たちの授業に臨む姿勢が
　すごく変わり、非常に規律がよくなってき
　ている。ただ、それがすぐに学力向上に結
　びつくとは、まだまだ言えないので、この
　状態をさらに続けて支援員さんにも連携を
　とって頑張ってもらうようにしていきたい。

旧上町保育園 川角中学校

問

問

問

答

答

答

問

問

答

答



−　９　−

　　　事
前
に
議
長
へ
通
告
し
、
議

員
が
一
時
間
の
制
限
の
中
、
町

の
執
行
部
に
対
し
、
事
務
の
執

行
の
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方

針
な
ど
を
、
一
問
一
答
方
式
で

質
問
す
る
事
が
で
き
、
質
問
案

件
は
執
行
部
で
、
そ
の
後
検
討

さ
れ
ま
す
。

　議
会
会
期
中
に
緊
急
性
を
要

す
る
案
件
が
発
生
し
た
場
合
、

議
員
の
過
半
数
の
同
意
が
あ
れ

ば
、
一
般
質
問
と
同
様
に
一
時

間
の
制
限
の
中
、
一
問
一
答
方

式
で
執
行
部
に
対
し
質
問
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
　町
政
報
告
︵
秋
号
︶
が
議

会
開
会
中
に
新
聞
折
り
込
み
に

あ
っ
た
。
編
集
後
記
に
あ
る
﹁
町

長
選
挙
と
町
議
会
選
挙
を
同
一

選
挙
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

陳
情
が
あ
り
、
こ
の
陳
情
が
叶

う
よ
う
に
願
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
﹂
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、

叶
う
よ
う
に
す
る
に
は
、
法
的

に
ど
ん
な
手
法
が
あ
る
と
町
長

は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　１
つ
の
方
法
と
し
て
は
議

会
の
解
散
も
あ
る
と
思
う
。

　
　

　
　選
管
局
長
に
お
聞
き
す
る

が
、
同
一
選
挙
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
。

　
　町
長
・
議
員
共
に
任
期
が

あ
る
。
特
例
法
と
か
リ
コ
ー
ル

と
か
い
く
つ
か
の
手
法
は
あ
る
。

　
　陳
情
書
の
文
章
に
は
平
成

２７
年
３
月
に
議
会
解
散
を
求
め

ま
す
。
と
あ
り
、
町
長
が
こ
の

署
名
を
集
め
た
。
と
の
声
を
聞

い
た
が
本
当
か
。

　
　議
会
の
対
応
を
見
て
い
る
。

請
願
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
後
の

陳
情
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　議
会
は
陳
情
、
請
願
と

町
民
の
声
と
し
て
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。
陳
情
書
が
議
会
対

応
で
あ
れ
ば
、
私
ど
も
が
熟
慮

す
る
こ
と
で
あ
る
。
町
民
の
直

接
選
挙
で
え
ら
ば
れ
た
二
元
代

表
制
の
議
会
と
首
長
で
あ
る
。

解
散
を
求
め
る
陳
情
が
叶
う
の

を
願
う
と
い
う
表
現
は
越
権
行

為
で
あ
る
。
議
員
必
携
に
は
議

会
と
首
長
は
、
そ
の
権
限
を
侵

さ
ず
、
侵
さ
れ
ず
、
対
等
の
立

場
と
地
位
に
あ
る
と
表
記
し
て

い
る
。
議
会
の
事
は
議
会
で
考

え
る
。

弓田　茂樹議員

岡野　　勉議員

藤岡　健司議員

長瀬　　衛議員

岡部　和雄議員

荒木かおる議員

千葉三津子議員

高橋　達夫議員

小峰　明雄議員

佐藤　秀樹議員

堀江　快治議員

村田忠次郎議員

①毛呂山町地域防災計画

①もろバスの運行

②毛呂山の昔話・動植物図鑑・崇

　徳寺

①教育

②介護保険

③温暖化

①少子高齢化の進展を踏まえた毛

　呂山町の将来像

①毛呂山町の教育行政

②閉塞感のある町の現状と課題

①福祉避難所

②重度心身障がい者の医療費窓口

　支払い無料化

③公民館の今後のありかた

④介護予防

①健康マイレージの取り組み

②ごみ減量化の取り組み

③高齢者の支援対策

①町行政の信頼性

②毛呂山町の課題

①教育・子育て環境の充実

②観光

③高齢者福祉

①毛呂山町の将来像

②空き家問題

③企業誘致

①町政運営

①高齢者福祉施設の趣旨を踏まえ

　た改善の方向性

質問議員と質問事項

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

※内容については、各人の原稿をもとに、質問順で掲載いたしま
　した。質問順は抽選により決定されます。

いっぱん質問
『
一
般
質
問
』
と

　
　
　

『
緊
急
質
問
』の
違
い
と
は
？

一
般
質
問
と
は

緊
急
質
問
と
は

問

答

答

問答 問

意
見

【
町
政
報
告
の
編
集
後
記
に
対
す
る
緊
急
質
問
】

岡
部　

和
雄 

議
員



　
　
　

　
　
　
　
　
防
災
関
係
機
関
と
平
常

　
　
　
時
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

　
　
　
相
互
連
絡
協
調
を
行
っ
て
い

　
　
　
る
か
。

　
　
　
　
　
毎
年
、
関
係
機
関
の
協

　
　
　
力
を
得
て
、
防
災
訓
練
や
土

　
　
　
砂
災
害
避
難
訓
練
を
実
施
し    

　
　
　
て
お
り
ま
す
。
国
、
県
、
坂

戸
市
と
重
要
水
防
箇
所
共
同
巡
視
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
。

　
　
２８
組
織
３８
行
政
区
で
設
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、

地
域
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、
そ
の
地

域
に
赴
き
防
災
組
織
の
重
要
性
を
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
、
各
地
区

を
網
羅
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
。

　
　
現
在
、
災
害
発
生
後
の
住
民
の

生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
食
糧
、
飲

料
水
等
町
内
３
箇
所
の
防
災
倉
庫
に

備
蓄
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
川
角
地
区
に
設
置
さ
れ
た
川
角

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
、
今
後
こ
の
施
設
の
在
り
方

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
　
都
市
公
園
と
し
て
適
切
な
管
理

を
す
る
と
と
も
に
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ

等
の
防
災
設
備
も
備
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
有
事
の
際
に
は
活
用
可
能
な

施
設
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
あ
の
場
所
は
、
旧
川
角
村
役
場

跡
地
で
あ
り
、
交
通
の
面
で
も
利
便

の
良
い
県
道
交
差
点
で
も
あ
り
ま
す
。

防
災
を
含
め
た
周
辺
整
備
の
検
討
の

お
考
え
は
。

答　
防
災
倉
庫
の
設
置
等
を
含
め
、

地
域
防
災
の
充
実
を
今
後
も
、
図
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
異
常

現
象
を
発
見
し
た
場
合
、
そ
の
発
見

者
は
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
義
務
規
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
、
サ
イ
ト
の
開
設
を
行
い
、

町
民
よ
り
情
報
提
供
を
頂
け
れ
ば
、

多
く
の
情
報
が
よ
り
早
く
収
集
で
き

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
お
考
え
は
。

　
　
今
後
、
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　

１０
月
か
ら
「
も
ろ
バ
ス
」
は
、

新
た
な
運
行
が
開
始
さ
れ
る
。
ワ
ン

コ
イ
ン
で
（
百
円
）
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
望
め
る
の
か
。

　
　
車
両
を
一
台
増
や
し
３
台
と
し

た
こ
と
で
、
便
数
も
増
え
、
全
て
が

埼
玉
医
大
、
図
書
館
に
乗
り
換
え
な

し
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
停
留

所
に
つ
い
て
も
毛
呂
山
台
会
館
前
、

若
山
２
丁
目
、
大
類
地
区
に
つ
い
て

新
設
と
な
り
ま
す
。

　
　
３
つ
の
停
留
所
が
新
設
、
で
は

停
留
所
の
廃
止
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

料
金
は
一
回
一
回
、
乗
る
度
に
支
払

う
の
か
、
一
回
の
料
金
で
済
む
の
か
。

　
　
廃
止
の
停
留
所
は
３
カ
所
。
ま

た
、
一
回
一
回
、
乗
車
ご
と
に
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
停
留
所
が
３
つ
新
設
、
３
つ
廃

止
で
は
増
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
ま
た
、
買
い
物
や
図
書
館

を
利
用
し
、
用
事
を
済
ま
せ
て
帰
る

な
ど
、交
通
弱
者
へ
の
「
福
祉
バ
ス
」

と
し
て
の
機
能
が
定
着
し
始
め
た
。

ぜ
ひ
、
一
回
の
料
金
で
利
用
で
き
る

料
金
体
系
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
ま
た
、
乗
客
の
定
員
は
９
名
だ
が
、

停
留
所
で
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
場
合
ど
う
対
処
し
て
い
る
の
か
。

　
　
毎
回
ワ
ン
コ
イ
ン
の
支
払
い
を

お
願
い
す
る
方
向
で
い
る
。
車
両
の

定
員
が
法
定
さ
れ
て
お
り
、
満
車
時

は
乗
車
を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
も
ろ
バ
ス
に
は
注
文
が

山
ほ
ど
（
停
留
所
増
、
コ
ー
ス
、

乗
車
券
）
あ
る
。
特
に
定
員
オ

ー
バ
ー
の
問
題
は
本
腰
を
入
れ

て
対
応
す
べ
き
で
す
！

崇
徳
寺
の
保
存
整
備
の
充
実
と

「
延
慶
板
碑
」移
動
の
検
討
を
！

　
　
　
崇
徳
寺
を
取
り
巻
く
、

自
然
と
の
調
和
。
具
体
的
に
は

「
鎌
倉
街
道
や
川
角
古
墳
群
」

を
活
用
し
た
『
遺
跡
公
園
』
な

ど
。
崇
徳
寺
跡
に
「
延
慶
の
板

碑
」
を
元
に
戻
す
な
ど
、
充
分

な
対
策
を
要
望
す
る
！

−　１０　−

お
も
む

え
ん
き
ょ
う

え
ん
き
ょ
う

弓
田
　
茂
樹
　
議
員

防災設備も備えた川角コミュニティ広場

岡
野
　
勉
　
議
員

愛され・親しまれる「もろバスへ！」

答

答

答

問

問

問

答

答

問

問

問問 問答答

問 答答

も
ろ
バ
ス
は
有
料
化
で
︵
百
円
︶

　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な
る
の
か

医
大
、図
書
館
は
全
線
が
ま
わ
る

防
災
施
設
を
含
め
た

　
　
　
　
周
辺
整
備
を
考
え
て
い
ま
す

旧
川
角
村
役
場
跡
地
の

　
　
　
　
周
辺
整
備
を
！

要
望

要
望



　
　
　

　
　
　　
　
日
本
の
教
員
は
国
際
的

　
　
　
に
見
て
も
多
忙
で
あ
る
こ
と

　
　
　
が
、
経
済
協
力
開
発
機
構

　
　
　
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）の
調
査
で
分
か

　
　
　
っ
た
。
忙
し
い
の
は
、
授
業

　
　
　
以
外
の
業
務
に
も
多
く
の
時

　
　
　
間
を
費
や
し
て
い
る
か
ら
で

　
　
　
あ
る
。
教
員
の
多
忙
化
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
不
利
益
を
被

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
職
員
の
多
忙

化
と
い
じ
め
や
不
登
校
や
学
力
に
つ

い
て
、
伺
い
ま
す
。

　
　
学
力
の
向
上
や
豊
か
な
心
と
健

や
か
な
体
の
育
成
、
家
庭
・
地
域
の

教
育
力
の
向
上
等
様
々
な
解
決
す
る

べ
き
課
題
を
抱
え
、
教
職
員
は
使
命

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

多
忙
化
も
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中

で
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

多
忙
と
感
じ
る
か
ど
う
か
は
、
校
種

や
職
種
、
年
齢
、
経
験
年
数
に
よ
っ

て
差
が
あ
り
、
一
律
に
計
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
多
く
の

教
職
員
は
様
々
な
事
務
処
理
に
か
か

る
時
間
や
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童

・
生
徒
へ
の
対
応
、
過
度
な
要
求
を

す
る
保
護
者
へ
の
対
応
に
よ
る
精
神

的
負
担
等
に
多
忙
感
を
感
じ
て
い
る

度
合
い
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
　
介
護
保
険
の
利
用
者
や
高
齢
者

が
増
加
す
る
今
、
町
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
介
護
保
険
制
度
の
持
続

可
能
性
の
確
保
の
２
点
が
基
本
的
な

考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。

　
温
暖
化
に
つ
い
て

　
　
２
０
１
２
年
度
の
県
内
の
二
酸

化
炭
素
の
総
排
出
量
が
前
年
度
と
比

べ
５
・
１
％
（
２
０
５
万
ｔ
）
増
加

し
、
４
２
１
９
万
ｔ
と
な
っ
た
。
今

後
町
も
増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　
　
毛
呂
山
町
全
体
や
県
全
体
で
平

成
２２
年
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
の
緩
や
か

な
増
加
傾
向
。

　
　
平
成
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第

３
次
総
合
振
興
計
画
時
の
高
齢
化
率

は
１０
・
３
％〔
３
，
８
７
８
人
〕、
人

口
目
標
は
４
８
，
０
０
０
人
で
あ
っ

た
。
施
策
で
は
、
工
業
団
地
や
区
画

整
理
、
東
毛
呂
駅
周
辺
整
備
な
ど
大

型
事
業
計
画
が
目
白
押
し
で
長
瀬
駅

利
用
者
も
８
，
４
０
０
人
と
多
か
っ

た
。
１８
年
後
、
超
高
齢
社
会
と
な
り
、

人
口
は
５
万
人
ど
こ
ろ
か
３
万
２
千

人
以
下
ま
で
減
少
す
る
。
高
齢
者
も

１
万
人
に
増
え
、
高
齢
化
率
は
２７
％
。

長
瀬
駅
も
利
用
者
激
減
で
過
疎
駅
化

が
進
み
、
町
が
劇
的
に
変
化
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
こ
の
変
化
を
想
定

し
、
意
見
を
述
べ
て
き
た
が
、
投
資

的
経
費
を
効
果
的
に
執
行
す
る
か
し

な
い
か
で
町
民
生
活
へ
の
影
響
は
極

め
て
大
き
い
。
何
と
な
く
、
町
は
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
雇
用
の
場
が
な

く
、
道
路
事
情
も
悪
く
、
商
店
街
も

閑
古
鳥
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

で
独
居
世
帯
や
空
き
家
が
増
え
続
け

る
中
、
地
域
の
担
い
手
問
題
や
防
災

へ
の
対
応
に
不
安
が
広
が
る
。
全
国

共
通
の
課
題
と
は
い
え
、
本
町
の
現

状
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
ト
ッ

プ
の
先
を
見
る
目
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
っ
て
町
の
将
来
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
、
町
の
現
状
を
見
れ
ば

明
ら
か
だ
。
今
後
の
子
ど
も
達
の
環

境
、
地
域
の
安
心
・
安
全
、
町
の
活

力
や
町
民
生
活
は
ど
う
な
る
の

か
。
町
人
口
や
高
齢
化
率
な
ど

を
示
し
て
１０
年
後
に
向
け
て
の

課
題
と
対
策
を
聞
く
。

　
　
少
子
高
齢
化
の
対
応
を
急

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
保
険
、

医
療
の
割
合
が
増
え
る
。
地
域

の
自
立
性
を
保
つ
方
策
が
必
要
。

公
共
施
設
等
へ
の
対
応
は
振
興

計
画
の
大
事
な
課
題
で
あ
る
。

１０
年
後
、
現
在
１
，
６
７
２
人

の
児
童
数
が
１
，
０
８
２
人
、

８
９
３
人
の
生
徒
数
は
６
４
０

人
に
減
少
し
、
光
山
小
で
は
全

学
年
が
単
学
級
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

−　１１　−

こ
う
む

藤
岡
　
健
司
　
議
員

教員の多忙化によって、子どもたちに不利益があってはならない

長
瀬
　
衛
　
議
員

１０年後、全学年が単学級に！

問

答

答

問

問

問 答答

現
状
の
中
で
の
課
題
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
識
し
て
い
る

日
本
の
教
員
は
国
際
的
に
見
て
も
多
忙

で
あ
る
こ
と
が
、
経
済
協
力
開
発
機
構

︵
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︶の
調
査
で
分
か
っ
た

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
を

　
　
　
　
　
　
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

１０
年
後
の
町
は
ど
う
な
る
！



　
　
　

　
　
　　
　
町
の
将
来
を
担
う
子
供

　
　
　
の
教
育
環
境
整
備
は
万
全
か
。

　
　
　
　
　
毛
呂
中
川
角
中
の
普
通

　
　
　
教
室
の
空
調
設
備
設
置
工
事

　
　
　
を
実
施
。
小
学
校
は
設
計
が

　
　
　
完
了
し
て
い
る
の
で
来
年
度

　
　
　
以
降
の
整
備
を
計
画
し
て
る
。

　
　
　
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
は
、

継
続
的
に
実
施
す
る
。
川
角
中
の
大

規
模
改
造
工
事
は
本
年
度
で
終
了
。

毛
呂
中
の
改
造
工
事
の
設
計
実
施
中
。

　
　
急
速
に
迫
る
少
子
化
へ
の
対
応
。

　
　
昨
年
か
ら
将
来
構
想
検
討
委
員

会
を
設
置
。
小
中
一
貫
教
育
の
考
え

方
余
裕
教
室
の
活
用
法
を
検
討
す
る
。

平
成
２８
年
度
か
ら
の
第
２
期
教
育
振

興
基
本
計
画
に
今
後
位
置
付
け
る
。

　
　
企
業
誘
致
の
現
状
は
。

　
　
町
道
７
号
線
を
１２
ｍ
に
拡
幅
す

る
測
量
委
託
料
を
計
上
す
る
。
現
在

地
権
者
に
よ
る
既
存
建
物
の
取
り
壊

し
と
残
工
業
製
品
の
撤
去
が
進
ん
で

い
る
。
積
極
的
に
動
い
て
い
る
企
業

も
複
数
あ
る
。
し
か
し
企
業
の
要
求

と
現
地
の
状
況
で
課
題
が
あ
る
。

　
　
大
型
商
業
施
設
の
進
出
と
南
部

地
区
の
企
業
誘
致
の
現
状
は
。

　
　
都
市
計
画
審
議
会
委
員
の
指
摘

か
ら
予
定
建
築
物
に
商
業
施
設
を
含

め
た
誘
致
活
動
を
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
か
検
討
し
て
い
る
。
そ
の

他
の
課
題
は
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
及
び
樹
木
の

伐
採
・
伐
根
な
ど
を
含
め
た
造
成
費

用
や
排
水
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
費
用

と
月
日
を
要
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
現
説
会
か
ら
は
行
政
と
住

民
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
議

論
を
尽
く
し
た
上
で
決
定
す
べ
き
で

あ
る
と
の
指
摘
を
う
け
る
。

　
　
閉
塞
感
の
あ
る
町
の
再
生
は
。

　
　
法
人
の
立
地
が
少
な
い
。
観
光

資
源
は
あ
る
の
で
生
か
し
て
い
く
。

　
　
　
安
倍
総
理
自
ら
地
方
再
生
を

発
し
て
い
る
。
今
こ
そ
町
の
活
性
化

を
図
る
べ
き
だ
。
町
内
経
済
の
維
持

発
展
は
首
長
の
資
質
と
力
量
に
か
か

っ
て
い
る
。

　
　
現
在
償
還
払
い
に
な
っ
て
い
る

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
を
子

ど
も
医
療
費
同
様
、
窓
口
支
払
い
を

無
料
化
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
町
の

ご
見
解
は
。

　
　
医
師
会
や
薬
剤
師
会
が
同
一
で

あ
る
越
生
町
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

平
成
２７
年
４
月
の
窓
口
支
払
い
廃
止

を
目
指
し
、
事
務
内
容
等
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
。

　
　
毛
呂
山
町
・
越
生
町
の
医
療
機

関
で
ど
の
く
ら
い
の
方
々
が
カ
バ
ー

で
き
る
の
か
。

　
　
平
成
２６
年
４
月
の
重
度
医
療
費

の
支
払
い
分
は
全
体
の
６５
・
６
％
の

方
が
毛
呂
山
町
・
越
生
町
の
医
療
機

関
を
受
診
し
て
い
る
。

　
　
　
窓
口
支
払
い
は
障
が
い
者
の

方
々
に
と
っ
て
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
。
今
後
、
対
象
医
療
機
関
の
拡

大
等
も
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
公
民
館
の
今
後
の
在
り
方

　
　
公
民
館
は
利
用
し
づ
ら
い
と
い

う
お
話
を
聞
く
が
原
因
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
る
か
。

　
　
社
会
教
育
法
、
毛
呂
山
町
公
民

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

な
ど
に
よ
る
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
基
づ
く
教
育
施
設
と
し
て

の
規
定
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　
近
隣
市
町
村
で
は
「
公
民
館
」

か
ら
「
活
動
セ
ン
タ
ー
」
と
名

称
や
形
態
を
変
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
が
本
町
で
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

　
　
公
民
館
法
か
ら
、
町
民
の

方
々
が
も
っ
と
借
り
や
す
い
、

多
く
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
変
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
「
活
動
セ
ン
タ
ー
」
等

の
様
々
な
名
称
が
あ
る
が
大
き

な
柱
と
し
て
こ
れ
か
ら
先
、
見

直
し
活
動
し
や
す
い
生
涯
学
習

の
拠
点
に
な
る
よ
う
な
考
え
を

も
っ
て
い
き
た
い
。
教
育
部
局

と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
施
策

と
考
え
て
い
る
。

−　１２　−

岡
部
　
和
雄
　
議
員

がんばろう！！中小小売店

荒
木
　
か
お
る
　
議
員

障がい者の方々の負担軽減を

答

答

答

問

問

問問

答

答

答

問

問

問 問答答

問答

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

         

　
窓
口
支
払
い
廃
止
を
！

平
成
２７
年
４
月
廃
止
を
目
指
し
協
議
を
進
め
る

法
人
税
が
少
な
い
が

　
　
　
　
　
　
豊
か
な
自
然
が
あ
る

町
内
経
済
の
活
性
化
を
！

要
望

要
望



　
　
　　

　
　
　健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　
　
　
　
　
昨
年
の
９
月
議
会
で
情

　
　
　
報
収
集
を
行
い
検
討
を
す
る

　
　
　
と
の
ご
答
弁
を
頂
い
て
い
た

　
　
　
が
、
１
年
が
経
過
し
た
事
を

　
　
　
踏
ま
え
再
度
お
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、

　
　
　
日
頃
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
住
民
の

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
自
主
的
な
参

加
を
促
す
も
の
で
す
。
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
、
今
後
保
健
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
、
内
容
を
示
す
と
の
情
報

も
あ
る
の
で
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
の
効
果
は
必
ず
あ
る
も
の
と

考
え
る
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
町
長

の
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
か
け
る
意
気

込
み
を
伺
う
。　
　
　

　
　
町
で
は
特
定
健
診
の
受
診
率
が

４０
数
パ
ー
セ
ン
ト
と
県
内
で
も
２
番

で
良
い
状
況
。
こ
れ
を
更
に
高
め
て

い
く
或
い
は
、
が
ん
検
診
を
し
っ
か

り
と
受
け
て
頂
き
早
期
発
見
を
す
る

そ
の
中
に
こ
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を
う
ま

く
利
用
し
た
や
り
方
で
納
得
の
い
く

シ
ス
テ
ム
で
、
毛
呂
山
町
な
ら
で
は

の
マ
イ
レ
ー
ジ
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

　
　
本
年
は
特
に
６０
周
年
記
念
行
事

が
目
白
押
し
の
中
ど
の
様
に
ご
み
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
、
ご

み
の
持
ち
帰
り
や
ご
み
箱
を
設
置
し

な
い
。
又
、
出
店
者
の
方
に
容
器
等

の
自
主
回
収
に
努
め
て
頂
い
て
い
る
。

　
　
最
終
的
に
ご
み
は
各
地
の
集
積

所
に
出
る
事
に
な
る
と
思
う
が
、
又

今
後
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
の
検
討

と
の
事
で
す
が
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
と

は
ど
の
様
な
も
の
な
の
か
伺
う
。

答　
主
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
さ

れ
、
繰
り
返
し
洗
っ
て
再
利
用
す
る

食
器
で
す
。
コ
ス
ト
を
浮
か
せ
る
事

も
可
能
と
な
り
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
を

用
い
る
こ
と
で
環
境
へ
の
啓
発
効
果

や
出
店
者
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
も
期

待
で
き
る
。

　
　
町
長
が
言
う
里
山
資
本
主
義
と

は
何
か
。

　
　
地
域
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
藻
谷
浩

介
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
取
材
班
と
が
提
唱

し
た
言
葉
で
、
「
里
山
に
は
今
で
も

人
間
が
生
き
て
行
く
為
の
必
要
な
伝

統
的
な
資
本
が
あ
る
」
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
私
が
こ
れ
か
ら
聞
く
の
は
町
の

将
来
に
関
わ
る
話
な
の
で
、
お
尋
ね

す
る
が
、
今
日
一
番
で
一
般
質
問
し

た
同
僚
議
員
は
す
で
に
来
年
４
月
の

町
長
選
出
馬
を
決
意
し
た
と
言
っ
て

い
る
が
、
町
長
は
来
年
４
月
に
再
選

を
目
指
し
出
馬
す
る
意
志
が
あ
る
の

か
。

　
　
前
町
長
か
ら
町
政
運
営
を
引
継

ぎ
３
年
数
ヵ
月
過
ぎ
た
が
、
町
民
の

協
力
を
得
て
順
調
に
進
ん
で
来
た
。

今
後
も
こ
の
町
を
し
っ
か
り
と
担
っ

て
行
き
た
い
の
で
、
来
年
の
選
挙
に

は
出
馬
し
、
し
っ
か
り
と
戦
っ
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

　町
の
信
頼
性
に
つ
い
て

　
　
町
民
か
ら
の
信
頼
が
無
け
れ
ば

町
政
運
営
は
行
え
な
い
。
町
は
町
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
努
力
を
し
て
い
る
か
。

　
　
事
務
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
適
法
か
つ
公
正
公
平
で
、
適
正

に
執
行
さ
れ
る
事
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
職
員
研
修
等
を
通
じ
、
職

員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
、
さ

ら
に
事
務
事
業
に
対
す
る
法
的

知
識
や
技
術
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
住
民
へ
の
対
応
に
お
け
る

職
員
の
言
動
態
度
や
接
偶
面
で

の
技
術
向
上
も
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　
町
で
は
職
員
の
法
的
知
識

向
上
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
研

修
を
年
何
回
ぐ
ら
い
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
年
間
３１
回
の
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
る
。
内
容
は
新
規
採

用
職
員
研
修
、
行
政
法
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
で
、
延

べ
２
８
７
名
が
参
加
し
て
い
る
。

−　１３　−

千
葉

　三
津
子

　議
員

健康マイレージで、健康づくりを！

高
橋

　達
夫

　議
員

新書大賞２０１４ 第１位に輝いた「里山資本主義」

答

答答

問

問

問

問答

答 問

問

問 答

問答 答

町
長
は
来
期
再
選
を

　
　目
指
す
意
志
は
あ
る
か

納
得
の
い
く
シ
ス
テ
ム
で
町
独
自
の

　
　マ
イ
レ
ー
ジ
を
進
め
て
参
り
た
い

来
年
の
選
挙
に
出
馬
し
、

　
　し
っ
か
り
と
戦
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る

今
後
の
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は
！



　
　
　

　
　
　
　
　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、
平
成
２２

　
　
　
年
度
に
、
毛
呂
山
小
学
校
・

　
　
　
川
角
小
学
校
に
導
入
さ
れ
ま

　
　
　
し
た
。
私
は
、
教
育
の
平
等

　
　
　
の
観
点
か
ら
質
疑
、
一
般
質

　
　
　
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　
　
た
が
、
現
状
と
課
題
、
格
差

　
　
　
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
光
山
小
学
校
・
泉
野
小
学
校
に

は
、
国
の
補
助
事
業
の
た
め
、
一
定

期
間
の
貸
し
出
し
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
今
年
度
か
ら
新
し
く
使
わ
れ
て

お
り
ま
す
、
文
部
科
学
省
発
行
の
小

学
生
・
中
学
生
向
け
の
道
徳
教
材
、

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
法
と

現
状
、
課
題
等
は
。

　
　
学
校
間
の
取
り
組
み
の
差
を
是

正
す
る
た
め
、
年
間
指
導
計
画
を
見

直
し
、
活
用
場
所
を
さ
ら
に
増
や
し

て
い
く
こ
と
、
校
内
研
修
を
充
実
す

る
こ
と
等
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
学
校
施
設
の
安
全
性
の
確
保
は

重
要
。
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
へ
の

取
り
組
み
は
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
、
施
設

の
老
朽
化
の
両
課
題
に
向
け
、
調
査
、

設
計
の
実
施
に
鋭
意
努
力
し
た
い
。

　
　
児
童
館
の
月
曜
日
開
館
は
。

　
　
協
議
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
蓮
の
育
成
に
は
多
く
の
皆
様
に
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
４
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
約
２
ヶ
月
の
期
間
で
す

が
、
観
光
資
源
と
し
て
の
花
蓮
の
情

報
発
信
や
施
設
整
備
等
の
ご
見
解
は
。

　
　
入
場
者
数
は
、
８
，
５
８
７
名
、

光
明
ま
つ
り
で
は
、
１
日
で
１
，
０

８
３
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
更

に
広
く
情
報
発
信
を
し
て
参
り
た
い
。

当
面
は
安
全
管
理
上
に
係
わ
る
修
繕

等
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
高
齢
者
を
外
出
時
も
見
守
る
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
搭
載
し
た
、
携
帯
型

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、
ご
見
解
は
。

　
　
様
々
な
形
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
、
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
毛
呂
山
町
の
将
来
像

　
　
地
方
創
生
予
算
に
対
し
、
町
は

ど
の
様
な
政
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
現
段
階
で
は
具
体
的
な
情
報
が

入
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
国
、
県

の
動
向
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
２
０
４
０
年
自
治
体
消
滅
問
題

を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
作
成
す
る
、

第
５
次
毛
呂
山
町
総
合
振
興
計
画
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
策
定
委
員
会
に
し
っ
か
り
と
お

願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
毛
呂
山
町
の
土
砂
災
害
警
戒
区

域
は
ど
の
様
な
調
査
基
準
な
の
か
。

　
　
急
傾
斜
地
は
、
傾
斜
度
３０
度
以

上
か
つ
高
さ
５
ｍ
以
上
の
斜
面
に
つ

い
て
、
正
確
な
位
置
、
傾
斜
度
・
高

さ
、
周
辺
の
地
形
状
況
、
対
策
施
設

の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
土
石
流
の

発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
渓
流
に
つ

き
ま
し
て
は
、
谷
底
に
た
ま
っ
た
土

砂
の
状
況
や
谷
出
口
付
近
か
ら
下
流

側
の
詳
細
な
地
形
状
況
、
対
策
施
設

の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
の

基
礎
調
査
実
施
後
、
指
定
致
し
ま
す
。

　
　
今
後
の
行
政
運
営
に
あ
た
り
、

部
署
に
よ
っ
て
は
専
門
職
の
配
置
も

必
要
な
の
で
は
な
い
の
か
。

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
職
員

の
採
用
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
、
採
用
、

増
員
し
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い
。

　
空
き
家
問
題

　
　
危
険
と
思
わ
れ
る
空
き
家

は
現
在
何
軒
あ
る
か
。

　
　
現
在
、
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
な
ど
、
直
ち
に
対
処
が
必
要

な
空
き
家
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　
空
き
家
対
策
が
進
ま
な
い

本
当
の
理
由
は
。

　
　
人
員
の
少
な
い
中
、
管
理

も
含
め
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致

　
　
１２
ｍ
拡
幅
工
事
は
必
要
不

可
欠
な
の
に
な
ぜ
今
補
正
予
算

で
あ
が
っ
て
き
た
の
か
。

　
　
前
所
有
会
社
が
破
産
状
態

で
あ
っ
た
た
め
。

−　１４　−

小
峰
　
明
雄
　
議
員

土の入れ替え作業は、人力では限界がある

佐
藤
　
秀
樹
　
議
員

今後の行政手腕が問われる地方再生！

答

答 答

答

問問

問

問

問 問 問答答 答

問

問

問 問 問答答

答

答

問答 答

地
方
創
生
予
算
の

　
　
　
　
　
　
考
え
方
は
？

今
後
、
予
算
化
し
て
ま
い
り
た
い

今
後
、
国
・
県
の
動
向
に

　
　
　
　
　
　
　
　
注
視
し
て
い
き
ま
す

蓮
の
作
業
に

　
　
　
　
機
械
の
導
入
を



　
　
　

　
　
　
　
町
政
運
営
に
つ
い
て

　
　
　
　
井
上
町
政
３
年
数
ヶ
月
、

　
　
　
町
民
全
体
へ
の
奉
仕
者
と
し

　
　
　
て
、
均
衡
の
取
れ
た
町
政
発

　
　
　
展
に
尽
力
す
べ
き
。
ブ
ロ
グ

　
　
　
に
よ
る
一
方
的
見
解
の
発
信

　
　
　
は
、
民
主
主
義
の
規
範
に
反

　
　
　

す
る
。
町
執
行
部
と
議
会
は
、

１
歩
離
れ
て
、
２
歩
離
れ
な
い
、
有

機
的
に
、
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
私
は
、
基
本
的
考
察
に

基
づ
き
、
質
問
を
行
う
。

　
　
平
成
１５
年
１２
月
議
会
で
、
本
町

は
じ
め
て
の
１
０
０
条
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。
町
小
中
学
校
、
特
別
教

室
等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
に
関
し
、

き
わ
め
て
理
解
し
が
た
い
内
容
が
、

露
見
し
た
件
で
あ
る
。
調
査
の
為
、

正
式
な
議
会
意
思
決
定
に
基
づ
き
、

粛
々
と
決
定
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
２５
年
６
月
１１
日
の
ブ
ロ
グ
で
の
否

定
的
見
解
は
、
不
可
思
議
で
あ
る
。

　
　
中
学
校
エ
ア
コ
ン
導
入
に
対
す

る
見
解
を
述
べ
た
。

　
　
い
さ
さ
か
、
誤
っ
た
認
識
だ
。

小
中
学
校
の
分
離
受
注
で
あ
り
な
が

ら
、
２
社
が
、
全
体
を
２
分
割
し
て

工
事
を
施
行
。
町
当
局
は
、
関
係
２

社
に
対
し
、
６
ヶ
月
の
指
定
停
止
を

行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
議
会
は
、

工
事
期
間
中
、
不
正
を
見
抜
け
な
か

っ
た
町
の
監
督
責
任
を
も
追
求
調
査

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
事
実
誤
認
で
あ
っ
た
。
陳
謝
し

た
い
。
今
後
の
行
政
運
営
に
配
慮
。

　
　
町
長
、
町
議
の
選
挙
を
同
一
日

と
い
う
発
信
の
中
、
「
合
議
体
の
議

会
を
整
え
、
さ
ら
に
二
元
代
表
制
に

つ
い
て
言
及
」。
真
意
は
。

　
　
同
一
選
挙
は
、
町
と
議
会
の
関

係
、
す
な
わ
ち
、
首
長
を
支
え
る
議

会
の
立
場
を
容
易
に
示
せ
る
。

　
　
議
会
は
、
首
長
を
支
え
る
合
議

体
で
は
な
い
。
厳
し
く
対
峙
す
る
こ

と
も
、
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
　
議
会
制
民
主
主
義
を
進
め
る
情

勢
に
反
し
な
い
。

　
　
山
根
荘
は
一
部
使
用
制
限
や
急

な
坂
道
な
ど
が
あ
る
。
高
齢
者
憩
い

の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
。

　
　
施
設
の
老
朽
化
は
十
分
認
識
し

て
い
る
が
、
自
然
豊
か
で
バ
ス
運
行

も
あ
り
、
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

　
　
ホ
ー
ル
に
百
人
以
上
収
容
で
き

な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
消
防
署
の
指
導
に
よ
り
ま
す
。

　
　
建
築
確
認
は
取
っ
た
の
か
。

　
　
山
根
荘
の
建
物
は
建
築
確
認
を

と
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
安
全
だ
ろ

う
と
考
え
る
。
中
山
間
地
域
に
立
地

し
て
い
る
た
め
多
少
の
危
険
性
は
あ

る
が
、
現
段
階
で
早
急
に
使
用
を
中

止
す
る
レ
ベ
ル
に
な
い
と
考
え
る
。

　
　
山
根
荘
は
緊
急
時
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
備
蓄
は
あ
る
か
。

　
　
備
蓄
品
は
置
い
て
い
な
い
。
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
一
部
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
避
難
所
の
見
直
し

を
防
災
担
当
で
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
震
災
時
に
被
災
者
の
受
け
入
れ

計
画
の
中
で
、
風
呂
を
整
備
し
て
使

え
る
よ
う
に
し
た
は
ず
だ
が
。

　
　
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
設
備
を
取
り
外

し
て
あ
る
。
再
開
に
は
費
用
が
か
か

る
の
で
、
難
し
い
。

　
　
利
用
者
の
増
加
の
た
め
に
、
平

地
へ
の
移
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
平
地
へ
の
移
設
は
、
利
便
性
、

安
全
性
の
向
上
に
繋
が
り
利
用
者
の

増
加
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

　
　
山
根
荘
は
高
齢
者
福
祉
行

政
の
重
要
拠
点
。
将
来
展
望
を

町
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　
山
根
荘
は
土
砂
災
害
の
警

戒
区
域
と
そ
れ
を
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
地
域
の
ラ
イ
ン

に
一
部
か
か
っ
て
い
る
。
今
は

財
源
の
確
保
が
難
し
い
時
だ
が

国
や
県
と
の
パ
イ
プ
を
も
っ
た

り
、
補
助
獲
得
を
考
え
た
り
し

地
方
を
活
性
化
す
る
国
の
考
え

と
合
致
す
る
よ
う
な
将
来
展
望

を
考
え
て
い
き
た
い
。

−　１５　−

た
い 

じ

堀
江
　
快
治
　
議
員

愛情に満ちた町政を

村
田
　
忠
次
郎
　
議
員

急な坂道と、心配される入場制限のあるホール

答

答 答

答

問問

問

問答 問 答 問

問答

問

問 答

問問答 答 答

高
齢
者
福
祉
施
設
の
趣
旨
を

　
踏
ま
え
た
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て

個
人
の
意
見
・
認
識
問
題
は
な
い

地
方
を
活
性
化
す
る
国
の
考
え
と

　
　
　
　
合
致
す
る
将
来
展
望
を
考
え
た
い

町
長
の
ブ
ロ
グ
・

　
一
方
的
見
解
は
容
認
出
来
な
い



　
　
　毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

　
　
　
　
　昭
和
４６
年
６
月
生

︻
８
月
２０
日
・
９
月
１
日
・
２２
日  

　
の
議
題
︼

１．

毛
呂
山
町
議
会
議
員
政
治

　倫
理
条
例
︵
案
︶
及
び
施
行

　規
程
︵
案
︶
に
つ
い
て

︻
９
月
１
日
の
議
題
︼

１．

毛
呂
山
町
家
庭
的
保
育
事

　業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

　す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

２．

毛
呂
山
町
特
定
教
育
・
保

　育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

　育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

　準
を
定
め
る
条
例

３．

毛
呂
山
町
放
課
後
児
童
健

　全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

　営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　条
例

●
栄
養
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
？

　

◎
栄
養
士
の
養
成
校
に
行
っ
た

の
で
、
迷
わ
ず
そ
の
勉
強
を
い

か
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

傍
聴
席

●
ど
ん
な
思
い
で
給
食
を
作
っ

て
い
ま
す
か
？

◎
何
よ
り
も
﹁
子
ど
も
た
ち
の

健
康
の
育
成
に
役
立
つ
よ
う

に
﹂
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
一
番
人
気
の

メ
ニ
ュ
ー
は
？

◎
主
食
は
﹁
揚
げ
パ
ン
﹂
。
お

か
ず
は
﹁
と
り
の
か
ら
揚
げ
﹂
。

●
﹁
自
分
が
食
べ
た
も
の
で
自

分
が
作
ら
れ
て
い
く
！
﹂
残
さ

ず
食
べ
て
ね
。

−　１６　−

議会の動き

９月定例会傍聴者数

傍聴者数（人）本会議日

９月　１日 （月）
９月　２日 （火）
９月　３日 （水）
９月　４日 （木）
９月　５日 （金）
９月　８日 （月）
９月２２日 （月）

　1
４５
６１
３２
　１
　０
１０

　今
夏
も
台
風
や
異
常
気
象
に
よ

り
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
こ
と
は
痛
切
の
極
み
で
あ
り

ま
す
。

　特
に
、
台
風
１２
、
１１
号
に
伴
う

広
島
県
北
部
で
起
き
た
、
土
砂
災

害
に
お
い
て
は
、
多
く
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。こ
こ
に
謹
ん
で
、

哀
悼
の
意
を
表
し
お
悔
み
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
が
一
刻
も
早
く
整
い

ま
す
よ
う
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　来
月
に
は
、
毛
呂
山
町
合
併
６０

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

成
功
裏
に
終
え
、
ま
た
、
町
民
皆

様
の
交
流
が
こ
れ
を
期
に
更
に
深

ま
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　こ
の
周
年
事
業
が
災
害
に
対
す

る
、
地
域
力
強
化
の
一
助
へ
と
進

展
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（弓
田
　茂
樹
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　（議
長
）

藤
岡
　健
司

岡
野
　
　勉

弓
田
　茂
樹

佐
藤
　秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

宮
寺
　征
二

丸
木

　清
之

　氏

全
員
協
議
会

教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　︵
再
任
︶

７月２２日
　２９日

３０日

８月　１日
４日
１１日
１２日
１８日

２０日
２５日

９月　１日

９月２２日
１日
５日
８日

　１０日

１２日
２２日
２９日

１０月　６日
１７日

議会運営委員会

議会だより第８５号発行
坂戸地区衛生組合議会定例会
広域静苑組合議会定例会
埼玉西部環境保全組合議会定例会
毛呂山・越生・鳩山公共下水道
組合議会定例会
議会運営委員会・全員協議会
議会運営委員会

第３回（９月）定例会

全員協議会
議会運営委員会
議会運営委員会

議会運営委員会・全員協議会
西入間広域消防組合議会定例会

議会運営委員会
埼玉県町村議会議長会議員研修会
（吉見町民会館フレサよしみ）
次回定例会は１２月です。

〜

〜

〜

　埼玉県町村議会議長会研修
　（長野県）

　総務文教常任委員会
　生活福祉常任委員会

｝

｝

街

角

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

お
い
し
い
給
食
を
あ
り
が
と
う
！
【
子
ど
も
た
ち
の
声
】

　

今
回
は
、
目
白
台
に
あ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養

教
諭
（
川
角
小
所
属
）
の
立
世
津
子
さ
ん
で
す
。

た
つ

子
ど
も
た
ち
へ
の　
　

　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

人

事
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